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成長戦略の全体像
コーセーグループは、中長期ビジョン「VISION2026」を策定し、「世界で存在感のある企業への進化」を目指しています。Phase Ⅱ

「世界での存在感拡大とさらなる顧客体験の追求」の初年度となった2022年度の進捗と、今後の取り組みを解説します。

2022年度の成果と課題 2023年度の重点取り組み

　ブランドのグローバル展開を加速させるために、戦略的

投資を行い、「DECORTÉ」と「雪肌精」の欧米市場で

のさらなる認知度向上を目指します。「タルト」ではSNSプ

ロモーションを強化し、新規出店をさらに推し進めます。「雪

肌精」では前年度に引き続き、対象の性別や年齢を問わな

いブランドとしての認知度向上を図り、新たに開始する日や

け止めのプロモーションによって、ターゲット層の拡大を目

指します。

　また、事業領域拡大とともにお客さまの購買行動も多様

化するため、事業部を流通チャネル別からお客さま視点で

ブランド育成ができる体制に変更し、流通チャネルの枠を超

えてお客さまへのアプローチを強化していきます。

指標 2026年度 目標 2018年度※ 2022年度

売上高 5,000億円 3,329億円 2,891億円

営業利益率 16%以上 15.7% 7.7%

ROA（総資産利益率） 18%以上 18.6% 6.7%

ROE（自己資本利益率） 15%以上 18.8% 7.5%

海外売上比率 50%以上 27.9% 43.6%

EC／TR売上比率 25%以上 13.6% 29.7%
 ※過去最高売上高・営業利益

定量目標に対する進捗

　2020年度以降、コロナ禍の影響により、売上高と営業

利益率に関しては進捗が遅れていますが、中国や韓国での

売上拡大、「タルト」の増収などにより、EC・トラベルリテー

ルの売上比率は目標を達成、海外売上高比率も順調に増

加しています。

　2023年度以降、成長スピードを速め、グローバルにおけ

るコーセーの存在感拡大を目指します。
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PhaseⅠ 「グローバルブランド拡充と顧客接点の強化」
（2018～2021年度）

PhaseⅡ 「世界での存在感拡大とさらなる顧客体験の追求」
（2022～2024年度）

Phase Ⅲ 「世界の一人ひとりに存在感のある顧客感動企業への進化」
（2025～2026年度）

「VISION2026」3 つのフェーズ

テーマとロードマップ

世界で存在感のある企業への進化

VISION2026に向けてMedium-term Vision

　2022年度は、中国における複数のECプラットフォーム

への展開拡大や、アジア地域外の免税事業への進出によっ

て、中国・トラベルリテール市場への売上拡大につなげま

した。また、「タルト」では「TikTok」を活用したプロモー

ション、英国や欧州への新規出店など、オンライン・オフラ

インともに市場拡大に努めました。「DECORTÉ」におい

ては、新商品の発売を契機に若年層の支持が拡大していま

す。さらに、サステナビリティ戦略の推進では、2040年まで

にCO2排出量を実質ゼロにするカーボンニュートラルを目指

すことを決定するとともに、サステナビリティ領域での他社と

の協働を加速させるなど、取り組みが大きく前進しました。

基本戦略 2023年度の取り組み

3
つ
の
成
長
戦
略

ブランドの
グローバル展開の加速

戦略的投資による重点グローバルブランドへさらなる注力
中華人需要の取り込み最大化（中国・トラベルリテール）

「DECORTÉ」「雪肌精」を主軸とした欧米市場の攻略

独自性のある商品の
積極的開発

先端技術・独自価値研究によるグローバル競争力の向上
新素材開発や新製造機器による製品づくりのさらなる進化
モノづくり2026（サステナビリティ&アダプタビリティ）の具現化

新たな成長領域への
チャレンジ

ジェンダー・ジェネレーション拡大とウェルビーイング領域への提供価値拡大
デジタル活用の領域拡大（EC・OMO・カウンセリング）
医薬品・ヘアサロン領域での取り組みの成果創出

2
つ
の
価
値
追
求

デジタルを活用した
パーソナルな顧客体験の追求

ブランドを横断した顧客中心のマーケティングによるLTV※1向上
化粧品価値からウェルビーイング領域への価値提供
リアルとオンラインそれぞれの強みを活かす接客価値向上

外部リソースや技術と連携した
独自の価値追求

モノづくり領域での外部技術の活用
オープンイノベーションによる新たな価値創造
グローバルな視点での外部リソースとの連携

3
つ
の
基
盤

企業の成長を支える
経営基盤の構築

モノづくりBPR※2の推進と（仮称）南アルプス工場を含めたサステナブルな生産体制の構築
原価・在庫・廃棄低減による経営効率の向上
グローバル企業としてのDXの推進
成長領域へのリソース投下のための人的生産性の向上

ダイバーシティ＆
インクルージョン経営の実践

多様な人材を活かす環境づくりと社員のさらなる働きがい創出
人材ポートフォリオの構築と人材活用の最適化

バリューチェーン全体にわたる
サステナビリティ戦略の推進

人と地球に届ける独自性のあるサステナビリティ戦略推進
「コーセー　サステナビリティ プラン」の浸透とその具現化
グループ内シナジーの発揮と他社協業による取り組み加速

基本戦略／ 2023年度の取り組み

※1 LTV（Life Time Value）：顧客生涯価値
※2 BPR（Business Process Re-engineering）：業務改革
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財務資本戦略
コーセーグループは、中長期ビジョン「VISION2026」の基本戦略となる「3つの成長戦略」を、①ブランドのグローバル展開

加速、②独自性のある商品の積極的開発、③新たな成長領域へのチャレンジと定め、取り組みを進めています。

これらを実現していくための財務資本戦略では、持続的成長を支える強固な財務基盤の構築と、収益性および効率性の向上を

基本方針とし、グループ一体で成長戦略を実行していきます。

2023 年度の⾒通し

　日本ではウィズコロナの経済活動再開を背景に景気の持

ち直しが続く一方、海外景気の減速の影響を受け、経済成

長は鈍化する可能性があります。中国ではゼロコロナ政策

からの転換を受け、化粧品需要の本格的な回復が見込ま

れます。韓国では免税事業における中国との競争激化によ

り、苦戦が続く見通しです。米国では高インフレ・高金利

が続くと予想され、景気は減速の見通しです。

　これらの状況を踏まえ、2023年度の売上高は、日本と

中国において景気回復が見込まれるものの、2022年の円

安影響の反動や米国の景気減速により、前年比で5.5%

増収の3,050億、営業利益は積極的なマーケティング投

資や円安影響の反動により、5.1%減益の210億円を予想

しています。

　また、設備投資は南アルプス工場の着工により218億

円、減価償却費は108億円を見込んでいます。

2022年度の振り返り

　2022年度は、中国での断続的なロックダウンの影響に

加え、韓国において減収となりましたが、日本の百貨店・専

門店チャネルにおけるハイプレステージ、欧米を中心に展

開する「タルト」が実績を牽引したことや円安進行により、

2021年度に比べて増収となりました。

　営業利益については、増収に加え、原価率の低減および

販管費の抑制により、増益となりました。

　また、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益にお

いては、営業外収益として為替差益が増加したこともあり、

大幅な増益となりました。

経営効率の向上　2023年 度 は、積 極 的なマーケティング 投 資を行 い、

2024年度以降にさらなる利益創出を図っていきます。

　「DECORTÉ」においては、日本での前年度から増加し

た顧客層の定着化・さらなる拡大を図るとともに、中国の

経済活動再開後の需要増加を捉えるべく、マーケティング

投資を実施します。また、中華圏以外の海外市場でも存在

感を高めるべく、米国を中心に先行投資を行っていく予定で

あり、対前年比で102億円のマーケティング投資の増加を

見込んでいます。ブランド別では、「DECORTÉ」に60％、

「アルビオン」に20％、「タルト」や、「雪肌精」を含むプレ

ステージブランドに各10％の配分を想定しています。

　コーセーは低価格帯のコスメタリー事業も好調であり、ハ

イプレステージからコスメタリーまで幅広い価格帯の商品を

提供していることが強みであり、どの価格帯でも成長を目指

していきます。

配当金・配当性向の推移
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安定的な利益還元

　株主還元に関しては、今後の事業拡大のために内部資

金の確保に配慮しつつ、財政状態、業績、配当性向などを

勘案し、株主の皆様への安定的な利益還元に取り組んでい

くことを基本方針としています。

　2022年度の期末配当については、1株につき普通配当

70円とし、中間配当70円と合わせて、年間配当は140円

としました。2023年度の配当については、減益の見通しで

はあるものの、2022年度と同額の年間配当140円を予定

しています。配当性向については60.1%と、過去と比較し

ても高水準となります。

　継続的な利益創出のためには、売上拡大に加え、収益

性の改善が必要です。

　2023年度は、4つのテーマで構造改革を推進し、「流通

チャネル別戦略」として、旗艦店への投資強化と店舗数の

見直しを実施し、企業別の販売戦略に注力することで1店

舗当たりの売上拡大を図ります。「営業・販売体制の再編」

では、ビューティコンサルタント（BC）や営業職の人員数の

見直しと再配置を実施します。「企画・製造の取り組み」で

は、グループ内の共同企画や開発による事業シナジーを加

速させ、さらに原材料の共同調達などによる原価率の低減

に取り組みます。「DX、他社との協業」では、株式会社ミ

ルボンやマルホ株式会社などとの協業を継続するとともに、

コンセプトストア「Maison KOSÉ銀座」で最新デジタル

技術を活用した、新たな顧客体験の提供に取り組みます。

2022年度実績と2023年度見通し

2022年度 実績 2023年度 計画

金額 売上比 金額 売上比
売上高 2,891 100.0% 3,050 100.0%

　化粧品事業 2,349 81.3% 2,498 81.9%

　コスメタリー事業 522 18.1% 531 17.4%

　その他 19 0.7% 20 0.7%

営業利益 221 7.7% 210 6.9%

経常利益 283 9.8% 203 6.7%

親会社株主に帰属する当期純利益 187 6.5% 133 4.4%

1株当たり当期純利益 329円03銭 233円11銭

ROA 6.7% 5.6%

ROE 7.5% 4.7%

設備投資 68 218 

減価償却費 97 108 

（単位：億円）

※2023年度計画における為替レートの前提：￥130.0/US$、￥19.5/CNY、￥0.102/KRW

※上記は、2023年2月13日時点の見通しになります。
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ブランド別戦略
コーセーグループ独自のブランドマーケティングの原点には、創業から現在まで変わることのない化粧品に対する想いと責任があり

ます。世界で存在感のある企業への進化を目指して、3つのブランド群を中心として“一人ひとりのきれい”を追求していきます。

次年度戦略Short-term Vision

ブランドごとに個性を出しながら、高い付加価値を追求しているブランド群です。化粧品専門店、量販店、ドラッグストア、
E コマースなど幅広い販路で展開しています。

PRESTIGE
Brands

●  コーセーならではの高付加価値商品を 
ドラッグストアなどのマスチャネルで展開

●  多数のロングセラーアイテムを保有し
“一人ひとりのきれい”をサポート

●  長期視点でのブランド育成と顧客特性
に応じた販路設計

●  主力の「雪肌精」で対象の性別や年齢
を問わないブランドであることを訴求

●  伸長を続ける敏感肌ケアカテゴリーで 
グループ横断型のプロモーションを実施

●  「ONE BY KOSÉ」で新発売の高保湿
化粧水によって幅広い世代にアプローチ

強み／機会 取り組みポイント

2022年度の取り組み

　日本国内では第1四半期はコロナ禍の影響を受けた

ものの、行動制限の緩和による消費活動の再開により、

着実に需要が回復してきています。

　ドラッグストアなどのマスチャネルにおいては年間を通

じて苦戦したものの、プレステージの主力ブランド「雪

肌精」ではプロモーションを強化した結果、下期から回

復基調へと転じ、第4四半期にはプラス成長となりまし

た。さらに、敏感肌市場においては「カルテHD」が順

調にシェアを拡大しています。

　また、花王株式会社との協働により、「雪肌精」の一

部の商品ボトル容器に、環境に配慮したケミカルリサイ

クルPET素材の採用を開始し、製造過程におけるCO2

排出量の削減につなげています。

　高速プロジェクションマッピング技術を用いたメイクシミュレーショ
ン「MIXED REALITY MAKEUP」を、2023年1月に米国で
開催された「CES 2023※」に出展しました。これは、日本の大手
化粧品メーカーとして初となります。
　「MIXED REALITY MAKEUP」では、誰でも瞬時にさまざ
まなメイクを試すことができ、多くの体験者から感動の声をいただ
きました。本サービスは、エンターテインメントの側面でも注目が集
まっており、ほかの事業領域への応用も期待できます。

※  CES（Consumer Electronics Show）：全米民生技術協会（CTA）
が主催する世界最大規模のテクノロジー見本市

「MIXED REALITY MAKEUP」を「CES」に初出展TOPICS

コーセーの最先端の技術を結集して創り上げた、最高のクオリティを持つブランド群で、高級ブランドにふさわしい化粧
品専門店や百貨店などで展開しています。専門的な教育を受けたビューティコンサルタント（BC）が、きめ細かなカウン
セリングを通して商品を紹介、提供しています。

HIGH-PRESTIGE
Brands

●  独自の最先端技術と研究開発による高
品質製品の充実

●  デジタル領域を含めた専門性の高いカ
ウンセリング販売体制

●  あらゆる世代から支持される「リポソー
ム」シリーズ

●  最大の成長市場である中国・トラベルリ
テールへの戦略的投資と施策の強化

●  中国での 「リポソーム」シリーズの認
知度向上と高価格帯へのシフトの加速

●  「タルト」 の欧州における新規国への展
開拡大

強み／機会 取り組みポイント

2022年度の取り組み

　重点取り組みとして、中国・トラベルリテール市場の

攻略とブランド価値向上に注力しました。「DECORTÉ」

は、日本の百貨店・専門店チャネルが引き続き好調で、

2桁増の売上を達成。海外では、中国本土と韓国トラベ

ルリテールの苦戦を中国トラベルリテールがカバーし、前

年度と同等の売上となりました。具体的な施策では、中

国で複数のECプラットフォームへの展開拡大と、アジア

地域外の免税店に出店しました。

　「タルト」は、年間の店頭消化実績がコロナ禍以前の

2019年並みに回復し、ホリデー商戦でも前年度を上回る

実績となりました。ブランド価値向上を目指して「TikTok」

を活用したプロモーションを強化し、ギフト商品の拡充とと

もに“ホリデーブランド”としての存在感が向上したほか、

英国および欧州への新規出店を拡大しました。

今後の取り組み

　2023年度以降は、戦略的投資による重点グローバ

ルブランドへのさらなる注力として、「DECORTÉ」と

「タルト」のグローバル展開を加速させます。

　「DECORTÉ」では、中 国 のオフライン・オンライ

ン、トラベルリテール市場での中華人需要の最大化を図

ります。また、中国と欧米のスキンケア市場はアイケア

カテゴリーの市場規模が大きいことから、2023年3月に

「リポソーム アドバンスト リペアアイセラム」を発売し、

グローバルにおいて「リポソーム」シリーズのさらなる認

知度向上に取り組みます。

　「タルト」では、独自性のある新商品の発売とSNSプ

ロモーションが奏功し、2022年度の米国プレステージメ

イク市場でブランド史上最高となるシェア第3位となりま

した。今後も、SNSプロモーションを強化するとともに、

新規出店の加速による売上拡大を目指します。
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Short- term Vis ion
データ

Data
サステナビリティストーリー

Long-term Vis ion

ブランド別戦略

今後の取り組み

　「雪肌精」では、2023年度も継続して、対象の性別や年

齢を問わないブランドとしてグローバルで訴求していきます。

ブランドイメージモデルとして、フィギュアスケーターの羽生

結弦さん、俳優の新垣結衣さんに続き、新たに、メジャーリー

グで活躍する大谷翔平さんとグローバル広告契約を締結し

ました。日やけ止め商品のプロモーションでの新ビジュアルに

起用し、性別や年齢を問わず幅広い層のお客さまへのアプ

ローチを推進していきます。

　さらに、伸長を続ける敏感肌ケアカテゴリーにおいては、

グループ横断型のプロモーションを実施し、顧客中心のマー

ケティングでLTV※を向上させます。

●  化粧品発想で開発したセルフブランド群
をラインアップ

●  優れた化粧品やトイレタリー製品を手軽
な価格で提供を可能に

●  ジェンダーレス商品の展開によって化粧
品の利用を拡大

●  クレンジングやヘアケア、日やけ止めな
ど主力商品のプロモーションに注力

●  国内販売体制の強化による収益性向上
に注力

強み／機会 取り組みポイント

化粧品のほか、シャンプーなどのトイレタリー製品も含めて化粧品発想で開発するセルフブランド群で、「コスメタリー事
業※」と呼んでいます。量販店、ドラッグストア、コンビニエンスストアなどを通じ、優れた商品を手頃な価格で提供して
います。
※ 「コスメティック」 + 「トイレタリー」 の造語

COSMETARIES
Brands

　お客さま視点のブランド育成強化を目指し、事業部を再編しまし
た。近年は、チャネルや価格帯にこだわることなく化粧品を購入さ
れるお客さまが増えています。お客さまの購買行動が多様化する
中、従来の流通チャネル別の事業部体制から脱却し、よりお客さ
まのニーズに応えられるよう、各ブランドにおいてチャネルの枠を
超えたアプローチを強化します。また、クリーンビューティ市場の成
長を受け、「雪肌精」と「Prédia」、およびインドで展開している

「Spawake」の3ブランドを管轄するクリーンブランド事業室を新
設しました。

お客さま視点のブランド育成に向けた事業部の再編を実施TOPICS

※ LTV（Life Time Value）：顧客生涯価値

従来（流通チャネル別）
セレクティブブランド事業部

戦略ブランド事業部
化粧品専門店、百貨店、

ドラッグストア

コンシューマーブランド事業部
ドラッグストア、GMS、
バラエティショップなど

2023年1月～（お客さま視点）

DECORTÉ事業部

戦略ブランド事業部 コンシューマーブランド事業部

クリーンブランド事業室（新設）

化粧品専門店、百貨店

2022年度の取り組み

　コスメタリー事業は、第1四半期に新型コロナウイル

ス感染症まん延防止等重点措置の影響を強く受けたも

のの、第2四半期以降はプラス成長に転じて好調に推移

しました。具体的には、「クリアターン」「スティーブンノ

ル ニューヨーク」「Visée」「ファシオ」などが堅調に

推移し、営業利益は調整後前期比で182％増となりまし

た。営業利益率についても、回復の兆しが見えています。

　「Visée」においては、新たにブランドイメージモデル

の一人に男性を起用するなど、性別にとらわれない、よ

りジェンダーレスな訴求を開始しました。

今後の取り組み

　ヘアケアカテゴリーの売上回復と人気シリーズの新商品

の展開によって、新規のお客さまの獲得を図り、各カテゴリー

でのシェア拡大に注力します。

　コーセーコスメポート株式会社では、ヘアケアブランド

「ジュレーム リラックス」シリーズを2023年３月に刷新しまし

た。新シリーズは「髪のうねり」の原因に着目し、寝ている

時間に美を育む夜美容の発想で、インバスケアとアウトバス

ケアをラインアップし、ヘアケアカテゴリーの売上拡大を図り

ます。また、2019年の発売以来、累計販売本数700万本※

を突破した「メイク キープ ミスト EX」をシリーズ化。皮脂

テカリを防ぐフェイスパウダー「メイク キープ パウダー」を

2023年3月に新発売し、ブランド認知の向上を目指します。

　シートマスクなどが好調なコーセーコスメポート株式会社の「ク
リアターン」から、皮脂トラブルのケアに特化した「テカリ源治」シ
リーズを2023年2月に発売しました。
　「テカリ源治マスク」は、肌にうるおいを与えながら、ふきとるこ
とで不要な角質を取り去ることもでき、「テカリ源治 もちもちブラッ
ク洗顔」と組み合わせることで、より効果的なお手入れにつながり
ます。
　マスク着用に起因するさまざまな肌トラブルに悩む方が増え、肌
のケアができる洗顔と保湿のニーズが高まっているため、アイテム
を追加しラインアップを充実させることで、新規顧客の拡大と既存
顧客のさらなる満足度の向上を図っていきます。

「クリアターン」から皮脂トラブルもケアする「テカリ源治」シリーズを発売TOPICS

※ 2022年11月時点
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Long-term Vis ion

「コーセー 　 サステナビリティ プラン」では、2 0 3 0 年までの 中 長 期目標を定 めています。

目標 の 達 成に向け、年 度ごとに取り組 み 状 況をまとめ 、進捗状 況を公 表しています。

取り組みテーマとバリューチェーンへのインパクト

人へ：取り組みテーマの中長期目標と2022年度の進捗 地球へ：取り組みテーマの中長期目標と2022年度の進捗
取り組みテーマ コミットメント 指標 2022年度の実績 目標値 達成年 貢献する

SDGs目標

アダプタブルな 
商品・サービスの

提供

肌の色、ジェンダー、社会的・文化的・地理
的背景、生活環境、宗教や信条、身体的特徴
など、多様なバックボーンを持つ人々が自信を

持って美しく生きる社会に貢献します。

アダプタブル 
発想での商品・ 
サービス提供率

•   アダプタブル発想の商品・サービス提供率： 
71.8％※１ ※２

•   社内へのアダプタブル発想の取り組みに関する啓
発活動を実施

100％ 2030

美しく健康的で 
幸せな生活の 

サポート

QOL（生活の質）の向上や、次世代への教育
啓発活動、フェアトレードなどサプライチェー
ンを含む労働環境の向上など、誰もが健康的
で幸せな生活を送れるよう、社会的課題に

積極的に取り組みます。

具体的な 
取り組み実現

•   キッザニア出展における子どもへの多様性教育
•   幼少期からのスキンケア習慣サポート実証実験

開始
•   ひとり親世帯の女性へのメイクセミナーを開催
•   スポーツ振興支援など
　44件（2020年度からの累積値）

30件
以上 2030

責任ある 
パーム油の調達

•  RSPO※３サプライチェーン認証を継続取 得
•  RSPO認証原料調達とブック＆クレーム方式によ

るRSPO認証クレジットの購入率：20.7％
100％ 2030

ジェンダーに 
とらわれず
活躍できる 

社会への貢献

社内・社外を問わず、日本はもちろん、
世界のジェンダーギャップが解消されるための

取り組みと、啓発活動を行います。

ジェンダー 
平等の啓発

【社会に向けた活動】
•   タンザニアの女子中学校就学支援と卒業記念品

寄贈（「雪肌精」）
•   女性伝統工芸士の活動支援やPURPLE RIBBON 

PROJECTによる社会課題解決に向けた啓発活動
（「DECORTÉ」）

【社内に対する活動】
•   男性育児休業取得支援「コーセーイクパパサポー
ト制度」推進

•   D&I推進やキャリア意識醸成のための各種セミ
ナー実施

　108,325名（2020年度からの累積値）

10万人
以上 2030

取り組みテーマ コミットメント 指標 2022年度の実績 目標値 達成年 貢献する
SDGs目標

ビューティを
通じた環境課題

への貢献

ビューティを基軸としながら、環境
課題解決への取り組みを促進しま
す。また、その取り組みを世の中に
広く伝え、多くの生活者に環境課
題への気づきを与え、ビューティを
通じて課題解決の輪を広げます。

植サンゴ 
面積

•   雪肌精「SAVE the BLUE」～Ocean project～ 
プロジェクトの推進

植サンゴ面積：11,858m2（2009年度からの累計値）

20,000m2

（25m公認プール 
面積約53倍）

2030

商品・サービ
スを通じた 
環境課題の

啓発

•    「雪肌精」ブランドでの各種活動
•    お客さまと一緒にエコについて考える「KOSÉ Green Bazaar」を展

開
啓発人数：5,947,387名（2020年度からの累計値）

1,000万人以上 2030

事業地域の
環境保全

地域と共存共栄し、地域環境へ
影響を与えうる生産拠点を中心
に、環境保全に対する取り組み

を行います。

地域環境 
保全活動

• 海外拠点での環境保全活動
•   生産拠点地域での清掃活動
•  雪肌精「SAVE the BLUE」～Snow Project～
•  コスメポート「ビオリス」が取り組む「BIOLISS PEACEFUL 
GREEN」プロジェクトを通じ山梨県での植樹

施策実施件数：11件（2020年度からの累計値）

20件以上 2030

事業活動全体
での環境負荷

低減

CO２排出量の削減
Scope 1・2

•   CO2削減中長期目標新規策定
•   低炭素移行計画の策定
• Scope1･2 CO2削減率：▲33.0％（2018年比・総量）※4

▲55％（2018年比、
総量目標） 2030

•   CO2排出量：17,191.7t-CO2
カーボンニュート

ラル 2040

Scope 3
•   商品のカーボンフットプリント算定 
• Scope3 CO2削減率：▲31.6%（2018年比・総量）※4

▲30％（2018年比、
総量目標） 2030

プラスチック容器包装資材についての
サステナビリティに配慮した設計

・  プラスチック削減とバイオマスやリサイクルなどサステナブル 
素材の商品への採用を推進

4R※5対応率：29.0％※6
100％ 2030

責任ある水資源利用のための使用量（取水量） 
削減

•   水資源の3R※7の推進など
•   水使用量（取水量）削減率：5.9%※4 ※8（2018年比、生産原単位）

▲12％※8（2018年
比、生産原単位） 2030

責任ある廃棄物削減／資源循環

•  シャンプーや化粧品などのつめかえパックの水平リサイクル実証
テストへ参画

• 使用済み商品の容器回収
•   役目を終えたメイクアップ化粧品を活用したアップサイクルへの
取り組み支援

施策実施件数：14件

廃棄物削減およ
び資源循環の新

規取り組み 
20件以上

2030

リサイクルされない廃棄物 •   グループ生産工場におけるリサイクル率：100% リサイクルされな
い廃棄物ゼロ※8 2025

環境保護を推進し、
社会とともに発展すべく、持続可能な

パーム油調達を実現します。

責任ある 
パーム油の 

調達

•   RSPO※3認証油の調達
• RSPO認証原料調達とブック＆クレーム方式による
  RSPO認証クレジットの購入率：20.7％

100％ 2030

41

2

3

5

6

私たちの取り組みテーマは、原 材 料の調 達から廃 棄に至るまでの製 品ライフサイクルとバリューチェーンのすべてにおいて
かかわりがありますが、特に大きなインパクトを与えると考えられるバリューチェーンを特 定しています。
また、基 盤となる活 動はバリューチェーンのすべてに関 連するものと考えています。

負の影響の 
最小化

企画・研究・開発 生産 物流・輸送 営業・販売促進 使用 廃棄・再利用調達

5 6

※正と負、両方に影響を与えるテーマ

正の影響の 
強化

1 4 3 2

サステナビリティプランの進捗

※１ 株式会社コーセーのブランド、コーセーコスメポート株式会社の主要ブランド
※２ コーセー独自の8つの取り組みテーマ「アダプタビリティ∞」から、各ブランドが毎年注力する項目を決定し、その項目数に対して達成したサービス・商品数をカウントし総合達成率を算出
※3 RSPO（Roundtable on Sustainable Palm Oil）：持続可能なパーム油のための円卓会議
※4 第三者検証後2023年7月更新予定　　※5 Reduce/Reuse/Recycle/Renewable　　※6 2022年1月～12月に発売した新製品の実績
※7 Reduce／Reuse／Recycle　　※8 コーセーグループ生産部門

詳しくはこちら進捗実績数値の詳細は上記の当社ウェブサイトをご参照ください。
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Short- term Vis ion
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Data
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Long-term Vis ion

人へ

コーセーグループでは、長年“一人ひとりのきれい”を提案してきました。私たちはアダプタブルな商品・サービスを通じて、肌や
髪の色などの身体的特徴をはじめとして、性別、世代、国・地域などの地理的・文化的背景、生活環境、宗教・信条など、多
様なバックボーンを持つ人々が自信を持って美しく生きる社会に貢献します。各ブランドが推進しているアダプタビリティ∞の取り
組みを、サステナビリティ推進委員会（分科会）にて、進捗管理を実施しています。

1 アダプタブルな商品・サービスの提供

　「DECORTÉ」は、コーセーが持つ先端技術を結集した高
付加価値なブランドとして、あらゆる肌に向き合うべく研究開発
を進めています。
　グローバルで多様な肌の特性を研究し、一人ひとりの肌色を
美しく魅せることを目指した40色展開のリキッドファンデーション

「ゼン ウェア フルイド」や、多様な肌質を踏まえた商品設計を
実施し、あらゆる肌質に対応した機能を持つ「リポソーム アドバ
ンスト　リペアセラム」を発売しました。
　これからも皆さまから支持される真のイノベーションブランドと
して、世界での存在感を一層高めていきます。

  「DECORTÉ」　多様な肌に寄り添う商品を開発
あらゆる肌と髪に向き合う

詳しくはこちら

　コーセーでは、新たなお客さまづくりに向けて、グローバル
（Global）、ジ ェン ダ ー（Gender）、ジ ェ ネレ ー ション
（Generation）、それらの頭文字“3G”をキーワードに、ビュー
ティが持つ新たな可能性を探り、独自の価値を創出しています。
この活動を推進するため、世界中で愛される商品の企画・開

発やモデルの起用を行っています。
　これからも国や地域、性別、年齢にとらわれず、一人でも多く
のお客さまの人生に寄り添い、ビューティを通じて肌と心に潤い
や彩りを提供することで、誰もが自分らしく輝ける社会の実現に
貢献していきます。

幅広い世代の
垣根を超える

ジェンダーに
とらわれない  性別や年代を限定しない美を社会に提案

アメリカのメジャーリーグ「ロサンゼ
ルス・エンゼルス」所属の大谷翔平
選手とのグローバル広告契約を締結

「Visée」から、ジェンダーにとらわれ
ず凛とした目もとを演出する“囲み目
メイク”を提案するアイカラーを発売

スキンケアブランド「雪肌精」の新
CMにおいて、新たにフィギュアス
ケーターの羽生結弦選手を起用

コーセーのアダプタビリティ ▲ P.22

コーセーグループは、人々の生きる基盤として、健康的で幸せを感じられる生活（ウェルビーイング）が大切だと考えます。その
ため、すべてのステークホルダーに対して私たちは、QOL（生活の質）の向上や、スポーツ振興支援、次世代への教育啓発活
動など、よりよい生活の実現に取り組みます。特に、「3G」にまつわるジェネレーションへの対応として、未来の世代に向けた取
り組みを積極的に行っています。コーセーグループとしてステークホルダーに対して提供できる価値を、さまざまな部門やプロジェ
クトにおいて生み出すことで新しい取り組みが生まれています。

2 美しく健康的で幸せな生活のサポート

　新たなお客さまづくりの拡大領域「3G」においてジェネレー

ション（Generation）を掲げており、これまでに幼少期からのス
キンケアやUVケア習慣の普及など、次世代を担う子どもたち
の成長を化粧品による健やかな肌づくりの側面から支援してい
ます。
　2022年10月には、「キッザニア東京」に「ビューティスタジ
オ」パビリオンをオープン。「きれいを、もっと自由に」をコンセプ
トに、従来の「化粧品や美容は大人の女性のもの」という既成

キッザニア東京に「ビューティスタジオ」をオープン

概念を払拭し、次世代を担う子どもたちには先入観を持たずに
化粧品や美容に触れ合ってほしいという想いから、ジェンダー
ニュートラルな内容構成としました。一人ひとり異なる“きれい”
を体験することで、多様
な価値観に触れ、それ
を受け入れる包摂性の
大切さを育むことも目指
しています。

詳しくはこちら

 子どもが自立したスキンケア習慣を身につけられるよう、2022

年10月より、実証実験「スキンケアはじめて、つづけてサポート」
を幼保連携型認定こども園「たかさごスクールおおたかの森」
にて、「小児アレルギーの専門医療チーム」（千葉愛友会記念
病院）の協力のもと実施しました。
　幼少期からのスキンケアは健康な肌を保つことやアトピー性
皮膚炎などのアレルギー予防といった、一生涯にわたるQOL
向上が期待されますが、共働き世帯の増加などにより、ご家庭
での育児時間が短くなる中で子どもへのスキンケアを継続する
ことは難しいという背景があります。そこで、子どもが多くの時

幼少期からのスキンケア習慣化を目指した取り組み

間を過ごす幼保施設での取り組みにより、子ども自身への働き
かけができないかと考えました。当社作成の「はじめてのスキン
ケアキット」（乳液、スキンケアブック、スキンケア絵本）を使用し、
保育時間に乳液の塗布やスキンケア絵本の読み聞かせを取り
入れたところ、子ども自らのスキンケアへの興味・関心を育み、
歯みがきなどの生活習慣を身につける2歳以降で自立したスキ
ンケア習慣の定着につながることを確認しました。
　今後は、本実証実験で得られた成果・知見を踏まえ、子ども
のスキンケア習慣の普及や子どもも安心して使える商品開発へ
とつなげていきます。

保護者さまの協力のもと、ご家庭で
のスキンケア実施や子どもたちのス
キンケアへの関心およびスキンケア
の自発的な実施の有無を観察コーセー・小児アレルギーの

専門医チーム

＋
「はじめてのスキンケア

キット」を提供

ご家庭や、子どもたちへの
波及効果を検証

ご家庭

保育者さまの協力のもと、就園中に「はじめての
スキンケアキット」を使ったスキンケアタイムを導入

幼保施設

「はじめてのスキンケア
キット」を提供

スキンケア習慣化の拠点

詳しくはこちら
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地球へ

私たちは事業活動を通じ、「美」にまつわるさまざまな価値を社会に提供してきました。これからもビューティを基軸に、商品・サー
ビスにおける環境課題解決に貢献できる取り組みを促進します。また、その取り組みを広く発信し、多くの生活者の皆さまと一
緒に環境について考え、社会全体で課題解決に取り組む意識を醸成していきます。各ブランドとサステナビリティ推進委員会（分
科会）が連携して取り組みを推進し、サステナビリティ推進委員会にて、進捗管理を実施しています。

4 ビューティを通じた環境課題解決への貢献

　雪肌精「SAVE the BLUE」プロジェクトはキャンペーン期

間の売上の一部を自然保護活動に寄附する支援活動や、地球
の環境保全や啓発活動を推進しています。
　近年、地球温暖化により、降雪量が減少しているといわれて
います。この状況に対して雪のような透明感あふれる美しい肌
になるようにと名づけた「雪肌精」において“雪を守る”活動を
開始しました。
　2022年度から開始した冬季キャンペーンは雪肌精 「SAVE 
the BLUE～Snow Project～」と題し、期間中にお客さまに
ご購入いただいた「雪肌精」ブランド対象商品の売上の一部を
「Hakuba Valley」（長野県）で使用される電力の再生可能

エネルギーへの切り替えに活かし、CO2排出削減に貢献してい
ます。
　一般財団法人冬季産業再生機構、公益財団法人全日本ス
キー連盟、特定非営利活動法人日本障害者スキー連盟とも協
力し、ウィンター
スポーツ選手と
ともに、この“雪
を守る”活 動を
盛り上げていき
ます。

雪肌精 「SAVE the BLUE～Snow Project～」新たに、“雪を守る”活動を開始

人へ

詳しくはこちら

コーセーグループが持続的に企業活動を進めていくには、製品の生産やサービスなど、事業拠点を構える地域の環境に配慮し、
地域に還元することが大切であると考えます。私たちは事業を展開する地域の環境保全、ひいては地域全体の永続的な発展
への貢献に努め、各事業所が推進している環境保全活動を、サステナビリティ推進委員会（分科会）にて進捗管理を実施し、
ステークホルダーの皆さまと連携しながら取り組んでいます。

5 事業地域の環境保全

　コーセーコスメポート株式会社が展開するヘアケアブランド

「ビオリス」は、サステナビリティに配慮した商品づくりを進めて
おり、2021年1月に 植 樹 活 動 の 支 援を 行う、「BIOLISS 
PEACEFUL GREEN」プロジェクトを開始し、環境保全活動
に取り組んでいます。
　このプロジェクトを通じて、商品売上の一部を世界ユネスコに
認定されているユネスコエコパーク内での「里山再生プロジェク

ト」に対し、「企業版ふるさと納税」の仕組みを活用して寄附し
ました。
　今後も、山梨県南アルプス市と
連携・協力しながら、地域の発展・
振興、美しい自然環境の保全を推
進していきます。

コーセーコスメポート、「ビオリス」の収益の一部を寄附し、南アルプス市の環境保全活動を推進

詳しくはこちら

コーセーグループの成長には、全世界13,179名の社員一人ひとりの力が必要です。また、創業初期においては、女性のお客さ
まに事業を支えられてきた背景から、今度は私たちがジェンダー視点で社会をサポートする使命があると考えます。一人ひとりの
個性が活きる多様性を尊重した社会の実現を目指し、私たちは、社内・社外を問わず、社会のジェンダーギャップ解消に取り組
みます。

3 ジェンダーにとらわれず活躍できる社会への貢献

　社員がいきいきと自分らしさを発揮して活躍できることは、企業
の推進力につながります。そのため、性別を問わずライフイベント
に合わせた柔軟な働き方や、それぞれの能力を十分に発揮でき
るよう、環境を整備しています。モチベーションの向上を目的とし
た研修をはじめ、多様な個性が活躍する重要性やキャリアプラン
構築に向けたセミナーのほか、適正な人事評価に基づいたリー
ダー登用を行うなど、さまざまな取り組みを実施しています。
　これらの取り組みの振り返りを含め、社員意識調査や360度評

社内におけるダイバーシティ＆インクルージョンの取り組み

価を実施しています。2022年度の調査では、社員の会社へのロ
イヤルティや仕事への充実感が社会全体の平均値と比べて高い
傾向にあることがわかったほか、前回の調査と比較して、女性社
員の会社に対する満足度が有意に向上したことがわかりました。
・男性育児休業取得支援制度の推進
　（2022年度取得率：88.2% （国内グループ））
・ 育児・介護とキャリアの両立情報などを発信する
  社内情報共有サイトの立ち上げ
・女性執行役員による講演会の実施

社外に向けたジェンダーギャップを解消する取り組み

「インフィニティ」Share the Bloomキャンペーン

エチオピアのバラ農園で働く人々の生活環境改善に貢献

「DECORTÉ」PURPLE RIBBON PROJECT

女性を取り巻く社会の課題を解消するための
啓発活動を実施

コスメバンクプロジェクト

さまざまな事情で化粧品を手にできないひとり親世帯の方を中心に、
賛同企業から寄贈された化粧品・日用品をお届けするプロジェクトに参加

対象範囲：コーセーグループ	
対象期間：2026年度まで	 	

ジェンダーダイバーシティ関連KPI（抜粋）

女性
管理職比率 33% 50%

指導的地位にある
社員の女性比率

詳しくはこちら

詳しくはこちら

詳しくはこちら

詳しくはこちら

各ブランドがそれぞれの特性を踏まえた女性支援活動を推
進しています。また、ジェンダーギャップ解消に向けて、企業

全体での女性活躍支援も推進しています。
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美しい地球環境は、私たちすべての健やかな生活の源です。また、化粧品には、水をはじめ、自然から得られる成分が多数配合
されており、日々、自然環境の恩恵を受け、事業を行っています。だからこそ、コーセーグループは環境負荷をできるだけ低減す
る責任があると考えており、特に喫緊の課題となっている気候変動への対応については、その取り組みを加速させています。

6 事業活動全体での環境負荷低減

　コーセーグループでは、2019年度に自社を取り巻く社会・環
境課題のマテリアル分析を行いました。その結果、グループ全
体のサステナビリティに関する取り組みと2030年までの目標を
まとめた「コーセー　サステナビリティ プラン」の中で、環境・
気候変動問題への対応を「事業成長」と「持続可能な社会の
実現」の両立を図るために、欠かすことのできない重要な経営
課題の一つとして認識しています。2020年10月には、「気候関

連財務情報開示タスクフォース（TCFD）」の提言に賛同する
とともに、国内賛同企業などによる組織「TCFDコンソーシア
ム」に加入しました。さらに、2022年7月には、気候変動への対
応を一層強化すべく、2040年までにカーボンニュートラル※１を目
指し、2030年までのCO2排出量※2削減目標をSBT1.5℃目標※3

に準じて上方改定しました。

気候変動への取り組み

地球へ

　コーセーグループでは、サステナビリティに関連する課題を経
営課題として捉え、その解決に向けた推進体制を整えています。
具体的には、代表取締役社長が委員長を務める「サステナビリ
ティ委員会」を設置し、サステナビリティ戦略を経営会議に提案、
承認を受け、取締役会に報告を行う体制を構築しており、気候

ガバナンス

変動問題に関する評価と監視責任は委員長である社長が担っ
ています。また、サステナビリティ戦略に基づき、個別テーマご
とに分科会やプロジェクトを設置し、全社部門横断の取り組みと
して実効性を高めた活動を推進しています。

　コーセーグループは、気候変動における移行リスクおよび物
理的リスクを検討するため、シナリオ分析を実施し、2℃と4℃の
気温上昇がもたらす世界の気候変動が与える財務的な影響を
評価、企業としての取り組み情報の開示を行うと同時に、将来
の社会と地球の姿を実現するための経営戦略などを検討する

戦略（シナリオ分析と対応策）

材料としても活用しています。
　さらに、シナリオ分析の結果から、事業活動によるCO2排出
に対して気温上昇の削減目標を設定する重要性を強く認識し、
2022年7月に「低炭素移行計画」を策定、脱炭素社会の実現
に向けた取り組みを推進しています。

　気候変動に関する課題の監視は、これらの枠組みをもとに、
サステナビリティ委員会およびリスクマネジメント・コンプライア
ンス委員会によってモニタリングしています。

　組織の気候変動に関連するリスクは、ERM（統合型リスク
管理）におけるコーポレートレベルでの評価をリスクマネジメント・
コンプライアンス委員会を中心に特定・評価しています。

リスク管理

2022年度 CO2排出量のScope別内訳

294
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238

4

3

100

2
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7
6

2022年度
CO2総排出量
700千（ｔ-CO2）

Scope 2 マーケットベースScope 1

事業から排出される廃棄物

雇用者の通勤

販売した商品の廃棄

出張

販売した商品の使用

購入した商品・サービス

資本財

輸送、配送（上流）

Scope1、2 に含まれない燃料
およびエネルギー関連活動

Scope 3

　気候変動のシナリオ分析の結果から、事業活動によるCO2

排出に対して、精力的な削減目標を設定する重要性を強く認識
しました。そして、「コーセー　サステナビリティ プラン」の中で、
当社グループが排出しうる温室効果ガスとしてCO2の排出削減

指標と目標

を取り組みテーマの一つとして掲げ、 2030年までのGHG排出
量削減目標をScope1･2で55%削減（SBT1.5℃目標※1に準じ
た設定）、バリューチェーン全体（Scope3）で30％削減（SBT
認定※2を取得）と設定（いずれも2018年度を基準）しました。

コーセーグループの捉えるリスクと機会

分類 リスク・機会 影響項目
自社への影響の大きさ

概要
2℃ 4℃

リスク
（移行）

消費者の環境配慮製品への需要シフ
ト／消極的な対応によるレピュテーショ
ン低下

売上高減 ＋＋ － 2℃シナリオでは、消費者の環境意識の高まりに伴い、消極的な環境
対応が自社製品の販売減につながる。

GHG排出量規制の強化／カーボンプラ
イシングの導入（自社・サプライヤー様） コスト増 ＋＋ － 2℃シナリオでは、サプライヤー様を含めて炭素税が課され、自社の

運営コストおよび調達コストが増加。

プラスチック規制の導入によるプラスチッ
ク資材の代替 コスト増 ＋＋ － 2℃シナリオでは、プラスチック規制の強化によりバイオマスプラスチッ

クや再生プラスチックの調達の必要が生じ、コストが増加。

取水・排水制限の導入による商品の生産
制限 売上高減 ＋ ＋＋

気候変動により操業地域の水ストレスが増加し、取水制限が生じる
と、操業停止による販売機会損失につながる。2℃でも影響は生じる
が、特に4℃シナリオで顕著な影響を想定。

リスク
（物理）

気候の変化による原材料調達リスクの上
昇 コスト増 ＋ ＋＋

パーム油などの自社製品や容器に使用する原材料において、グロー
バル各地での収穫量が温度上昇により変化すると調達コストが変化
する。

洪水など災害に伴う製造･物流設備の機
能停止 売上高減 ＋ ＋＋ 浸水などによる自然災害の影響が自社における生産・物流拠点に及ん

だ場合、機能停止により自社製品の売上高が減少する。

異常気象を原因とする製造施設損壊や
サプライチェーンの混乱

売上高減
コスト増 ＋ ＋＋

温暖化が引き起こす影響で自社施設が損壊した場合、修繕費用や
建て替え費用などのコストが発生する。また、サプライヤー様の生産・
物流拠点でも同様に自然災害の影響が発生した場合、自社の製品
供給が停止するリスクがある。

機会

紫外線増加に伴う日やけ止め商品や紫
外線ケア商品の需要増 売上高増 ＋ ＋＋ 日常生活における紫外線の増加に伴い、紫外線ケアを必要とする人

の数や使用頻度が増加することで、当該商品の売上が増加する。

気温上昇による冷感商品・化粧崩れ防止
商品の需要増 売上高増 ＋ ＋＋

気温上昇に伴い、化粧水やファンデーションなどの化粧関連商品に
おいて、冷感性や化粧崩れ防止に対するニーズが増加することで、当
該商品の売上が増加。

自社製品の環境フットプリント削減による
ブランド価値向上 売上高増 ＋＋ －

社会全体の環境配慮の意識が高まる中で、自社の環境フットプリント
を削減し訴求していくことがマーケティング上でもプラスの効果をも
たらす可能性がある。

環境負荷低減商品・サービスの開発およ
び拡大 売上高増 ＋＋ － 脱炭素型や脱プラスチック型の商品・サービスを提供していくことが

付加価値となり、収益にプラスの効果をもたらす可能性がある。

再生可能エネルギー・省エネルギー導入
によるコスト競争力強化 コスト減 ＋ ＋＋

再生可能エネルギー（再エネ）の購入や省エネルギー設備の導入によ
り、自社のエネルギーコスト削減につながる。特に、2℃シナリオにおい
て、電力価格は現在より上昇する一方で再エネ調達価格は低減するこ
とで、再エネ調達によるコストメリットが発生。

※－：影響は軽微　＋：一定の影響がある　＋＋：大きな影響がある

詳細な数値データ ▲ P.73
※1 カーボンニュートラル：温室効果ガスの排出量と吸収量・除去量を均衡させ、実質ゼロにすること
※2 GHG（温室効果ガス）のうち、コーセーグループで排出しているのはCO2であると特定しています。
※3  SBTイニシアチブが提唱する、パリ協定が求める水準と整合した目標。世界全体の平均気温の上昇を産業革命以前に

比べて1.5℃に抑えるための科学的な根拠に基づき設定

※1  国際的イニシアチブ「SBTi（Science Based Targets initiative）」
が提唱する、パリ協定が求める水準と整合した目標。世界全体の平均気
温の上昇を産業革命以前に比べて1.5°Cに抑えるための科学的な根拠
に基づく設定。

※2  国際的イニシアチブ「SBTi（Science Based Targets initiative）」
による認定
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正しきことに従う心

コーセーグループは、事業を行う過程で、直接または間接的に人権に影響を及ぼす可能性があることを認識し、人権に関する
国際規範をベースに、私たちの人権尊重の姿勢を明文化した「コーセーグループ人権方針」を策定しています。本方針に基づ
き、第三者機関の評価を踏まえ、「負の影響評価および課題」を特定すべく、「人権リスクアセスメント※」を実施し、取締役会
の決議後、全社に共有しています。
※事業活動が人権に及ぼす潜在的なリスク評価

1 人権尊重

　コーセーグループは、国連「ビジネスと人権に関する指導原則
（UNGPs）」に従い、「人権リスクアセスメント」より特定した当

社特有の人権課題に対して、人権デュー・ディリジェンスを進め
ています。また、社内外に向けた相談窓口も設置しています。

 人権デュー・ディリジェンス

地球へ

人権方針と推進体制 詳しくはこちら 人権デュー・ディリジェンス 詳しくはこちら

　コーセーグループでは、循環型社会への移行を目指し、製品

のライフサイクルにおける環境負荷低減への取り組みを進めて
います。「雪肌精」における使用済みプラスチック容器回収プロ
グラムや、海洋プラスチックごみをリサイクルした再生樹脂を使
用した買い物かごの製作を行っています。
　資源循環の新たな取り組みとして、2021年10月より、神戸市
と小売・メーカー・リサイクラー（再資源化事業者）が協働し、

つめかえパック（フィルム容器）の使用済み商品を再び同じ商
品にリサイクルする「水平リサイクル」（フィルムtoフィルム）を
目指したプロジェクト「神戸プラスチックネクスト～みんなでつな
げよう。つめかえパックリサイクル～」に参画しました。本プロジェ
クトへの参画を通じて、さまざまなリサイクルに関する知見を広
めて、資源循環の取り組みをさらに強化することで、持続可能
な循環型社会の実現に貢献していきます。

資源循環の取り組み

詳しくはこちら

 「雪肌精」の商品をはじめとして、CO2排出量を数値で可視化する取り組みを開始

　製品の原材料調達から廃棄･リサイクルに至るまでのライフサ
イクルを通じたCO2排出量である「カーボンフットプリント」

（CFP）を数値で可視化する取り組みを開始しました。
　当社を代表するスキンケアブランドでありサステナビリティ推
進活動を牽引する「雪肌精」の中から「雪肌精 クリアウェルネ
ス」シリーズを対象に、CFP算定や、お客さまへのわかりやす
い表示などについて取り組んでいます。

※1  カーボンニュートラル：温室効果ガスの排出量と吸収量・除去量を均衡
させ、実質ゼロにすること

※2022年12月時点の2020年、2021年、2022年新卒総合職入社社員が対象

詳しくはこちら

　現在、2040年までにカーボンニュートラル※1を目指し、2030
年までのCO2排出量削減目標を掲げて脱炭素戦略を推進して
います。
　今後もあらゆるステーク
ホルダーと連携し、脱炭素
社会の実現に向けた取り
組みをグループ全体で加速
していきます。

TCFDに沿った開示情報について 詳しくはこちらその他の環境負荷低減の取り組み 詳しくはこちら

　ダイバーシティ＆インクルージョンを推進するにあたり、
LGBTQ+など多様な性への理解、多様化する社員の国籍・文化
背景のさらなる理解が必要だと判断したため、社内啓発活動など
を実施し、多様な人材が活躍できる職場風土の実現に向けて取り
組みを進めています。　　

社内のダイバーシティ＆インクルージョンおよび職場での人権

　パーム油や鉱石などの自然由来の原料を商品に多数使用し
ていることから、サプライチェーン上に負の影響が発生していな
いか注視する取り組みを行っています。仕入先様へのアンケー
トの実施や、採取地における労働者との直接対話などを通じ、
状況の把握と是正に向けた取り組みを進めています。

原料調達サプライチェーン上の人権課題の継続的な把握

　広告・宣伝・接客などを通じ、社会に対して画一的な価値観
の植え付けを助長することがないよう、社内教育と啓発活動など

多様性に配慮した情報発信や対応（広告・宣伝・接客・商品説明など）

を実施することに加え、多様性を尊重するメッセージを発信する
など、社会にポジティブな影響を与える取り組みを進めています。

コーセーグループが「世界で存在感のある企業」となるには、世界の変化を先取りして独自の価値を創出し続ける人材の力が
必要です。そのため、中長期的な視点で当社グループの持続的成長を支える、豊かな人間性と創造性を発揮できる人材育成
を重要課題（マテリアリティ）の一つに設定しています。

2 人材育成

　変化の激しい市場環境では、状況に応じたスキルを学び続け
ることが大切と考えます。当社グループでは、各人の人権や能
力・個性・価値観を尊重することを明記した「コーセーグルー
プ行動指針」を前提とした「人材育成方針」に掲げる「自ら磨く」
を実践できるよう、各種研修や自己研鑽支援などの機会および
援助施策を設けています。
　新卒入社社員にはメンター制度を導入し、ステップアップの
段階で自分自身を見直すセッションを実施し、スキルアップの機
会を提供しています。
　入社3年目※までの離職率は7.5％（2022年12月末時点）と
低い水準を維持し、自ら成長しキャリアアップする風土醸成を促
進しています。

　そのほか、役割に応じた「スキル開発のための研修」、部門
特性に応じた「実務研修」を設け、各人の成長を支援します。
また、イノベーション創出を行うプロジェクト形式の研修、ビュー
ティコンサルタント（BC）のスキルアップ、キャリア選択につなが
る研修も実施し、ダイバーシティ＆インクルージョンによる新たな
価値を生み出す人材の育成に取り組んでいます。

 人材育成方針

人材育成・キャリア形成 詳しくはこちら

人材育成プログラムの流れ

社員としての
基礎づくり支援

個のスキル向上支援

D&I具現者
スキルアップ支援

次世代リーダー育成／キャリア支援／自己啓発支援
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コーセーグループの新製品開発過程における品質保証
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製品開発 生産

改善 改善

アフターフォロー

商品の品質審議

法規制
特許
安全性
防腐防黴性
使用性
官能評価
効能効果
外装検討
スケールアップ確認
安定性評価

発売後の品質評価

商品レビュー

お申し出の 
確認

（経時） 
品質確認

各ステップで、品質保証部門と開発部門による評価・確認を
繰り返し、調整・改良を行いながら開発、生産しています

発売後3ヵ月時点とさらにそ
れ以降もチェックしています

「何千何万という化粧品を市場に送り出しても、お客さまが手にするのはそのうちの1個。だから、その1個を大切にしたい」とい
う信念のもと、コーセーグループ独自の原料調達と生産プロセスを追求し、「品質のコーセー」という自負を持ってお客さまに安
全・安心な化粧品を提供しています。

3 安全・安心な品質

コーセーグループでは、お客さまの手にわたる一つひとつの化粧品を心からご満足いただけるように「お客さまにもっと近づく」
エンゲージメントを推進し、真のお客さま視点からお客さまが求める価値をお届けしようとする姿勢をグループ一丸となって徹底
しています。

4 お客さま志向

正しきことに従う心

　1946年にコーセーを創業した小林孝三郎は「高品質で消費
者に喜ばれる商品の開発」こそが「化粧品で世の中を明るくす
る」という使命には必要であると考え、戦後の物不足が続く中、
高品質な原料の調達に奔走しながらも品質管理を徹底し、「品
質のコーセー」という自負を持ってお客さまに化粧品を提供して
きました。その信念は現在も受け継がれ、サプライチェーンのす
べての工程において最良の品質を追求しています。1970年代
から科学的手法による品質管理（QC※1）活動をいち早く導入
し、1980年には化粧品業界で初めて「デミング賞※2事業所表
彰 」を受 賞。その 後は、品 質マネジメントシステム規 格

「ISO9001」とグ ロ ー バ ル な 化 粧 品 モ ノづくり 規 格
「ISO22716」（化粧品GMP※3）を取得し、時代の要求に応
じて、常に品質を追求し続けています。

※1 QC（Quality Control）：品質管理
※2 デミング賞：日本で工業製品の品質管理に功績のあった企業や個人に与えられる賞（主催：一般財団法人日本科学技術連盟 https://www.juse.or.jp/#）
※3 化粧品GMP（Good Manufacturing Practices）：化粧品などの製造管理および品質管理に関する基準

創業者の信念を受け継ぎ、KOSÉ Qualityを世界に

　化粧品は肌や髪に直接使用することから、安
全性を最優先に、原料段階から最終製品までの
各工程で高い品質基準に則った厳格な評価を繰
り返し行っています。そして、お客さまの使用状
況を想定した試験で安全性を最終確認し、市場
に送り出します。
　コーセーでは、開発の初期段階から品質保証
部門と開発部門が一体となり、製品の安全性を
評価する体制を構築することで、新しい視点や
発想を尊重しながら、安全・安心な品質の商品
をスピーディに生み出しています。

安全・安心を最優先にした品質管理

詳しくはこちら

「お客さまにもっと近づく」—デザインシンキング型商品開発フロー

　お客さまからの貴重なご意見やご要望は、よりよい商品・サー

ビスの開発・改善に活かせるよう、お客様相談室を含む品質保
証部門が主導して、毎月「お客さまの声レポート」として社内関
連部門に迅速・適切に共有しつつ、データベースに蓄積し、活
用できるシステムを整備しています。また、お客様相談室では、
改善提案会議を定期開催し、お客さまの声をもとに改善・改良
の具現化に結びつけるよう努めています。
　今後も、すべてのお客さまが使いやすい、またサステナビリティ
に配慮した商品・サービスの開発に取り組んでいきます。

お客さまの声を改良に反映した商品づくり

インサイト
リサーチ

生活者

コンセプト設計

プロダクト開発

パッケージ
開発

発売

発売後
再評価

発売前
最終評価

デザインシンキング型商品開発フロー

詳しくはこちら

お客さまの声を活かした商品改善事例

コスメデコルテ ルージュ デコルテ
パッケージの色番号の文字を太く大きくし表示が見やすくなりました

改善前

改善後

　コーセーグループは社内スローガン「お客さまにもっと近づく」を

掲げ、2018年4月に消費者志向自主宣言を公表しました。このス
ローガンは、2011年度中期経営計画で基本方針に定めたもので、
「社員一人ひとりがお客さまの視点に立って、価値のある化粧品を
お届けする姿勢を徹底する」ことを意味します。
　活動をより一層お客さま視点で進化させるため、従来のお客さま
はもちろん、多彩なバックボーンを持つ生活者の声を活かしていくこ
とが重要であると考えます。商品開発の根幹にあらゆる生活者を中
心に考える商品開発フローを設定することで（右図ご参照）、これま
で以上にアダプタビリティをより高めた商品づくりにつなげていきま
す。具体的には、商品開発の各プロセスで、生活者に対する定量・
定性調査を導入しています。プロダクト開発では、初期段階で生活
者の実使用に関する調査を実施し、その調査結果を踏まえて、開発
の方向性を再検討していきます。こうしたステップを各プロセスで行
うことで、生活者の声を取り入れた商品を開発しています。
　このように、アダプタビリティを取り入れた真のお客さま志向を実
現するため、生活者を中心に考えた商品づくりを推進しています。

　現在、繊細で高品質な化粧品に対する“Made in Japan”
の評価が世界的に高まっています。同時に、アダプタビリティ発
想で一人ひとりのお客さまに合わせたサステナブルな商品に対
するニーズも一層高まってきています。新生産拠点として建設
計画中の（仮称）南アルプス工場では、パーソナライズ商品へ
の対応を見据えつつ、環境に配慮して生産する拠点とすべく、
検討を進めています。今後も、持続可能な生産供給体制の強
化と、最高品質を
生み出すための技
術革新を進めてい
きます。
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コーセーグループは、創業よりすべての社員、取引先様、サプライヤー様と「共存共栄」の経営を目指してきました。中長期ビジョ
ン「VISION2026」で掲げる「KOSÉ Beauty Partnership」の考え方に基づき、人々や地球環境の未来をよりよいものと
するため、グローバル社会の一員としての責任を果たしながら、事業活動の推進をステークホルダーの皆さまとともに取り組み
ます。

5 透明性・公正性のある事業運営 ESGインデックスへの組み入れ 下記のESGインデックスの構成銘柄に選定されています。

サステナビリティに関する社外からの評価 外部の各機関より、下記の評価・認証を受けています。

気候変動およびサプライヤ―	
とのエンゲージメント格付け
（CDP）	
「CDP気候変動Aリスト2022」	
「サプライヤー・エンゲージメント・
リーダー・ボード2022」獲得

科学的根拠に基づく温室効果
ガス排出量削減目標（SBTi）	
「SBT（Science Based 
Targets）」認定取得

問い合わせ窓口格付け	
（ヘルプデスク協会日本支部）	
「クオリティモニタリング格付け」
三つ星獲得

健康経営優良法人2023	
（経済産業省・日本健康会議）
健康経営優良法人	
（大規模法人部門）	
令和5年度認定

国連グローバルコンパクト

下記の取り組みに賛同し、サステナビリティに貢献していきます。

消費者志向自主宣言

気候関連財務情報開示	
タスクフォース（TCFD）

藻類基点の環境持続型産業
創出プロジェクト
「MATSURI」

コスメバンクプロジェクト

気候変動イニシアチブ	 	
ーJAPAN	CLIMATE	
INITIATIVE（JCI）

神戸プラスチックネクスト
～みんなでつなげよう。	
つめかえパックリサイクル～

クリーン・オーシャン・	
マテリアル・アライアンス
（CLOMA）

社外からの評価

詳しくはこちら

詳しくはこちら

正しきことに従う心

　原材料については、「調達基本方針」や「サステナブルな調
達ガイドライン」に基づき、社会・環境や人権に配慮したサステ
ナブルで責任ある調達を推進しています。また、サプライヤー様

とのきめ細かい情報交換と相互理解に努め、環境対応や人権
尊重についてアンケートによるモニタリングを行っています。

サプライチェーンにおけるサステナビリティの推進

　コーセーグループは、違法行為（贈収賄を含むあらゆる
腐敗行為を含む）やいじめ・ハラスメントなどの人権問題も
含む規定違反行為などを早期に発見する目的で、社内外に
向けたコンプライアンス相談窓口を設置しています。社内外
から相談を受け付けた場合は、相談者の匿名性を担保し、

相談者が不利益を被らない配慮をしたうえで、外部弁護士
のアドバイスと合わせ、コンプライアンス委員会が公正かつ
真摯に対応して、問題の早期把握と迅速な解決を図ってい
ます。

コンプライアンス相談窓口の設置

詳しくはこちら

　コーセーグループは、本社・関連拠点、主要工場において、
2021年12月にRSPO※サプライチェーン認証（SCCS認証）を
取得しました。また、2022年は継続審査の認証を受け、ライセ
ンスを更新しました。RSPO認証原料パーム油の調達に積極的
に取り組み、サプライヤー様とともに持続可能な調達を推進して
います。
※持続可能なパーム油のための円卓会議

サステナブルなパーム油調達への対応

　国内外の主要サプライヤー様に向けて、サステナブルな調達
のための自己評価アンケート調査を毎年行っています。2022年
度は、仕入額の95.9%を占める157社のサプライヤー様に依頼
し、100％のサプライヤー様から回答をいただきました。
　得点率レベルの低いサプライヤー様28社に対して、訪問面
談やWEB面談などを通じて人権・労働を中心としたヒアリング
を行い、2022年12月末時点においてCSR調達リスクは特にな
いことを確認しました。

責任ある調達のためのモニタリング活動

SAQ実施やSedex加入などのエンゲージメント事例

　サプライチェーンにおける人権をはじめとする倫理的課題へ
の取り組みを進めるため、2021年10月、Sedex（Supplier 
Ethical Data Exchange）に加入しました。Sedexのリソー
スを活用しながら、サステナブルで責任あるサプライチェーンの

Sedexへの加入
構築に向けて、サプライヤー様と連携し、人権課題などの対応
に取り組んでいます。

FTSE4Good Index Series FTSE Blossom Japan FTSE Blossom Japan Sector  
Relative Index

S&P/JPX カーボン・エフィシェント指数
2022 MSCI日本株　女性活躍指数（WIN）

THE INCLUSION OF KOSÉ Corporation IN ANY MSCI INDEX, AND THE USE OF 

MSCI LOGOS, TRADEMARKS, SERVICE MARKS OR INDEX NAMES HEREIN, DO 

NOT CONSTITUTE A SPONSORSHIP, ENDORSEMENT OR PROMOTION OF KOSÉ 

Corporation BY MSCI OR ANY OF ITS AFFILIATES. THE MSCI INDEXES ARE THE 

EXCLUSIVE PROPERTY OF MSCI. MSCI AND THE MSCI INDEX NAMES AND LOGOS 

ARE TRADEMARKS OR SERVICE MARKS OF MSCI OR ITS AFFILIATES.
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